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ふきのとうふきのとうふきのとうふきのとう 門倉　さとし　作詩
神野　和博　作曲

１　ここにひとつ　ふきのとう１　ここにひとつ　ふきのとう１　ここにひとつ　ふきのとう１　ここにひとつ　ふきのとう
　　うつむかないで　ふきのとう　　うつむかないで　ふきのとう　　うつむかないで　ふきのとう　　うつむかないで　ふきのとう
　　土をあたため　指をかぞえて　　土をあたため　指をかぞえて　　土をあたため　指をかぞえて　　土をあたため　指をかぞえて
　　空をみあげて　ふきのとう　　空をみあげて　ふきのとう　　空をみあげて　ふきのとう　　空をみあげて　ふきのとう
　　いつかは春がやってくる　　いつかは春がやってくる　　いつかは春がやってくる　　いつかは春がやってくる

２　ここにやさしく　ふきのとう２　ここにやさしく　ふきのとう２　ここにやさしく　ふきのとう２　ここにやさしく　ふきのとう
　　ほほをそめて　ふきのとう　　ほほをそめて　ふきのとう　　ほほをそめて　ふきのとう　　ほほをそめて　ふきのとう
　　肩をよせあい　むねをもやして　　肩をよせあい　むねをもやして　　肩をよせあい　むねをもやして　　肩をよせあい　むねをもやして
　　風にむかって　ふきのとう　　風にむかって　ふきのとう　　風にむかって　ふきのとう　　風にむかって　ふきのとう
　　もうすぐ春がやってくる　　もうすぐ春がやってくる　　もうすぐ春がやってくる　　もうすぐ春がやってくる

３　ここにしっかり　ふきのとう３　ここにしっかり　ふきのとう３　ここにしっかり　ふきのとう３　ここにしっかり　ふきのとう
　　かおをあげて　ふきのとう　　かおをあげて　ふきのとう　　かおをあげて　ふきのとう　　かおをあげて　ふきのとう
　　雪をはらって　あしをふんばり　　雪をはらって　あしをふんばり　　雪をはらって　あしをふんばり　　雪をはらって　あしをふんばり
　　雲をゆびさし　ふきのとう　　雲をゆびさし　ふきのとう　　雲をゆびさし　ふきのとう　　雲をゆびさし　ふきのとう
　　もうすぐ春がやってくる　　もうすぐ春がやってくる　　もうすぐ春がやってくる　　もうすぐ春がやってくる


